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一
次
の
要
項
で
賛
助
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

一

一
○
会
費
年
間
五
百
五
十
円
（
二
冊
分
）

一

一
○
二
年
間
分
千
円
（
特
集
号
の
と
き

一
は
特
別
会
費
を
頂
き
ま
す
）

〉

一
○
申
込
み
京
都
市
北
区
小
山
上
総
町

一
大
谷
大
学
佛
教
学
研
究
室

一
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
編
集
部

一

＊
郵
便
振
替
用
紙
も
御
利
用
下
さ
い
。

（
京
都
置
弓
画
大
谷
大
学
佛
教
学

研
究
室
代
表
者
舟
橋
一
哉
）

既
発
行
の
「
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
を
御
希

望
の
方
も
右
記
の
と
こ
ろ
へ
お
申
込
み
下

さ
い
。

第
一
号
絶
版

第
二
号
絶
版

第
三
号
絶
版

第
五
号
僅
少

第
四
号
、
第
六
号
、
第
七
号
、
第
八
号
、

第
九
号
の
内
、
二
冊
以
上
お
申
込
み
の
方

は
送
料
を
研
究
室
で
負
担
い
た
し
ま
す
。
）

（
第
六
号
ま
で
各
冊
二
○
○
円
、
第
七
号
一

Ｆ
ょ
峰
禮
鏡
浬
漁
法
し

「
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
も
五
周
年
を
迎
え
、

発
行
部
数
も
徐
・
べ
に
増
刷
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
る
。
第
十
号
に
は
記
念
特
集
号
を
、
と
い
う

声
も
あ
っ
た
が
、
時
期
尚
早
と
い
う
意
見
が
多

く
、
特
集
号
は
今
回
見
送
る
こ
と
に
し
た
。

さ
て
今
号
に
は
平
川
彰
先
生
と
勝
又
俊
教
先

生
に
書
評
を
お
願
い
し
た
。
お
忙
し
い
両
先
生

に
は
大
変
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
と
思

う
。
ま
た
安
井
先
生
に
は
第
七
号
に
「
イ
ン
ド

佛
教
へ
の
道
し
る
、
へ
ｌ
中
観
佛
教
Ｉ
」
を

書
い
て
頂
い
た
因
縁
に
よ
り
、
今
回
は
「
唯
識

佛
教
」
を
お
願
い
し
た
。
イ
ン
ド
大
乗
佛
教
を

学
ぶ
者
、
特
に
初
心
者
に
と
っ
て
は
、
資
料
的

に
詳
し
く
書
か
れ
て
お
り
、
大
変
参
考
に
な
る

こ
と
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
今
号
は
諸
事
情
に
よ
り
出
版
が
非

常
に
遅
れ
て
申
訳
け
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
な

る
．
へ
く
予
定
通
り
出
版
で
き
る
よ
う
に
努
力
致

し
ま
す
。
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